
（ ） 

 

 
令 和 ７ 年 

 

三重県議会定例会会議録 
 

 

 

６ 月 ３ 日 

第  11  号

第
11
号 

６
月
３
日 





－527－ 

令 和 ７ 年 

三重県議会定例会会議録 

第 11 号 

○令和７年６月３日（火曜日） 

                                    

議事日程（第11号） 
令和７年６月３日（火）午前10時開議 

第１  議案第104号から議案第121号まで 

    〔提案説明〕 

                                    

会 議 に 付 し た 事 件 

日程第１  議案第104号から議案第121号まで 

                                    

会議に出欠席の議員氏名 

出席議員  44名 

   １  番            荊 原  広 樹 

   ２  番            伊 藤  雅 慶 

   ３  番            世 古    明 

   ４  番            龍 神  啓 介 

   ５  番            松 浦  慶 子 

   ６  番            辻󠄀 内  裕 也 

   ７  番            吉 田  紋 華 

   ８  番            芳 野  正 英 

   ９  番            川 口    円 

   10  番            喜 田  健 児 

   11  番            中 瀬  信 之 



－528－ 

   12  番            平 畑    武 

   13  番            中瀬古  初 美 

   14  番            廣    耕太郎 

   15  番            石 垣  智 矢 

   16  番            山 崎    博 

   17  番            田 中  祐 治 

   18  番            野 村  保 夫 

   19  番            倉 本  崇 弘 

   20  番            山 内  道 明 

   21  番            田 中  智 也 

   22  番            藤 根  正 典 

   23  番            森 野  真 治 

   24  番            杉 本  熊 野 

   25  番            藤 田  宜 三 

   26  番            野 口    正 

   27  番            谷 川  孝 栄 

   28  番            石 田  成 生 

   29  番            村 林    聡 

   30  番            小 林  正 人 

   31  番            東      豊 

   32  番            長 田  隆 尚 

   33  番            今 井  智 広 

   34  番            稲 垣  昭 義 

   35  番            日 沖  正 信 

   36  番            舟 橋  裕 幸 

   38  番            中 嶋  年 規 

   39  番            青 木  謙 順 

   40  番            中 森  博 文 



－529－ 

   41  番            山 本  教 和 

   42  番            西 場  信 行 

   43  番            中 川  正 美 

   44  番            服 部  富 男 

   45  番            津 田  健 児 

欠席議員  １名 

   37  番            三 谷  哲 央 

                                    

職務のため出席した事務局職員の職氏名 

事務局長               佐 波    斉 

書  記（事務局次長）        小 野  明 子 

書  記（議事課長）         吉 川  幸 伸 

書  記（議事課課長補佐兼班長）   橋 本  哲 也 

書  記（議事課主任）        藤 野  和 輝 

書  記（議事課主事）        畑 中  鉄 平 

                                    

会議に出席した説明員の職氏名 

知     事            一 見  勝 之 

副  知  事            服 部    浩 

副  知  事            野 呂  幸 利 

危機管理統括監            清 水  英 彦 

総 務 部 長            後 田  和 也 

                                    

午前10時０分開議 

 

開          議 

○議長（服部富男） ただいまから本日の会議を開きます。 
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諸 報 告 

○議長（服部富男） 日程に入るに先立ち、報告いたします。 

 議案第104号から議案第121号まで並びに報告第６号から報告第16号までは、

さきに配付いたしました。 

 次に、県の出資等に係る法人の経営状況に関する説明書につきましては、

さきに配付いたしました。 

 次に、三重県における補助金等の基本的な在り方等に関する条例の規定に

より、予算に関する補助金等に係る資料が提出されましたので、さきに配付

いたしました。 

 次に、新型インフルエンザ等対策特別措置法の規定により、三重県新型イ

ンフルエンザ等対策行動計画が提出されましたので、さきに配付いたしまし

た。 

 次に、例月出納検査報告１件並びにこれまでに採択いたしました請願のう

ち、その処理経過及び結果の報告を求めたものについて、請願・陳情処理経

過一覧表が提出されましたので、お手元に配付いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

                                    

提 出 議 案 件 名 

議案第104号 令和７年度三重県一般会計補正予算（第２号） 

議案第105号 職員等の旅費に関する条例及び知事及び副知事の給与及び旅

費に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第106号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第107号 三重県半島振興対策実施地域における県税の特例措置に関す

る条例等の一部を改正する条例案 

議案第108号 子どもを虐待から守る条例の一部を改正する条例案 

議案第109号 三重県立公衆衛生学院条例及び三重県農業大学校条例の一部

を改正する条例案 

議案第110号 三重県港湾施設管理条例の一部を改正する条例案 
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議案第111号 三重県立学校体育施設の使用料に関する条例の一部を改正す

る条例案 

議案第112号 企業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を

改正する条例案 

議案第113号 病院事業庁企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一

部を改正する条例案 

議案第114号 三重県暴力団排除条例の一部を改正する条例案 

議案第115号 工事請負契約について（伊勢市道高向小俣線（宮川橋）橋梁

架替（下部工）工事（Ｐ６橋脚））  

議案第116号 工事請負契約について（伊勢市道高向小俣線（宮川橋）橋梁

架替（下部工）工事（Ｐ７橋脚）） 

議案第117号 工事請負契約について（伊勢市道高向小俣線（宮川橋）橋梁

架替（下部工）工事（Ｐ８橋脚）） 

議案第118号 工事請負契約の変更について（伊勢市道高向小俣線（宮川橋）

橋梁架替（下部工）工事（Ｐ４橋脚）） 

議案第119号 工事請負契約の変更について（伊勢市道高向小俣線（宮川橋）

橋梁架替（下部工）工事（Ｐ５橋脚）） 

議案第120号 工事請負契約の変更について（主要地方道伊勢磯部線（恵利

原橋）橋梁耐震対策（上部工）工事） 

議案第121号 財産の取得について   

                                    

議 案 の 上 程 

○議長（服部富男） 日程第１、議案第104号から議案第121号までを一括して

議題といたします。 

 

提 案 説 明 

○議長（服部富男） 提出者の説明を求めます。一見勝之知事。 

   〔一見勝之知事登壇〕 
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○知事（一見勝之） 令和７年定例会６月定例月会議の議案等の説明に先立ち

まして、当面の県政運営に当たっての私の考えを申し上げます。 

 まず、国際・国内情勢について申し上げます。 

 米国の関税措置が発動されてから２か月がたち、５月３日からは自動車部

品にも追加関税が課せられました。世界経済への影響が懸念され、製造業を

はじめとする幅広い産業において先行きの不透明感が増しています。 

 また、2022年２月から３年以上続く口シアのウクライナ侵攻では、和平交

渉に向けた動きは、依然、先が見通せない状況が続くほか、インドとパキス

タンの紛争は停戦の合意がなされたものの緊張関係が続くなど、世界の分断

が進み、不確実性は引き続き高まっています。 

 そのような中、各国が一同に集い、国際交流が図られる大阪・関西万博が

４月に開幕しました。関西パビリオンに出展している三重県ブースへの来場

者は５月29日時点で15万人を超えて、順調に推移しており、教科書では学べ

ない三重県を知ることができた、旅行に行く計画を立てたいなど好評をいた

だいています。今後も期間限定の展示やイベントなどを通じて、三重県の多

彩な魅力に触れ、実際に来県いただけるよう取組を進めます。 

 一方、国内に目を向けますと、直近の人口推計では、日本人人口が１年間

で89万8000人減少し、比較可能な1950年以降で最大の減少幅となりました。

外国人を含む都道府県別人口で増加となったのは東京都と埼玉県のみとなっ

ており、首都圏への人口集中は継続しています。三重県の人口減少率は前年

のマイナス0.88％からマイナス0.94％に拡大するとともに、全国平均のマ 

イナス0.44％とも大きな開きがあり、厳しい状況が続いています。 

 さらに、米国の関税措置や長引く物価高、米価格の高騰など、国内経済を

取り巻く情勢は厳しい状況に直面しています。県としては、今後検討される

国の経済対策も最大限活用しながら、三重県経済の安定と発展に向けて取り

組んでいく所存です。 

 令和７年度も２か月が経過しました。予算執行も順調に滑り出しており、

「県民の命と尊厳を守る」観点と「未来を拓く」観点の両側面から、三重県
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としての弱点克服はもちろんのこと、明るい未来につながるよう、県政に実

直に向き合い、一つ一つ施策を着実に進めているところです。 

 防災対策については、南海トラフ地震対策を強化するため、市町への支援

を強化する新たな補助制度を本年度創設しました。これまでも国土強靱化等

に係る過去最大の公共事業関係補正予算による取組加速や津波避難タワー等

の整備促進、防災アプリ、みえ防災ナビの運用開始など着実に具現化し、よ

うやく形が見えつつあるところですが、本年１月に南海トラフ地震の今後30

年以内の発生確率が80％程度に引き上げられ、切迫性がますます高まってい

ます。昨年度から着手している本県の新たな被害想定の作成を着実に進める

とともに、本年５月に設置した三重県南海トラフ地震対策強化推進本部にお

いて、事前防災の強化をはじめとした必要な対策を、全庁一丸となって迅速

かつ的確に推進していきます。 

 子ども・子育て支援については、みえ子どもまるごと支援パッケージも

サードステージとなりました。中でも、市町から好評をいただいている、み

え子ども・子育て応援総合補助金については、家事代行サービスをはじめ、

仕事と家事・育児の両立を支援する取組を進めています。 

 ジェンダーギャップの解消に向けては、企業トップ層の意識啓発や働き方

改革推進奨励金制度の創設などに取り組んできました。しかし、本県におけ

る転出超過数の約４割を若年層の女性が占めており、流出に歯止めがかかっ

ていない状況です。そこで本年度は、出産・育児など誰もが個別の事情に応

じて柔軟に働き続けられるよう、短時間正社員制度の導入・活用を奨励金 

制度の新たなメニューに追加するなど、多様な働き方の促進に取り組みます。

加えて、ジェンダーギャップ解消に向けた戦略を令和７年度中に策定し、取

組をさらに加速していきます。 

 また、県民の命と尊厳を守るため、予算と共に行政運営の車の両輪である

条例の制定・改正作業を進めます。本年４月には、県議会の御審議を経て、

改正三重県子ども条例を施行したところですが、今会議に提出している子ど

もを虐待から守る条例の改正案のほか、今後、性暴力の根絶をめざす条例や
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カスタマーハラスメント防止のための条例制定についても、関係者の御意見

を聴きながら検討を進めていきます。 

 本年は戦後80年を迎えるとともに、昭和100年の節目の年となります。今

日、私たちが享受している平和と繁栄は、戦争で亡くなられた方々の尊い犠

牲と先人のたゆまぬ努力の上に築かれたものです。しかし、戦争を経験され

た方々の高齢化が進む中、筆舌に尽くしがたい戦争の実態と、開戦を止めら

れなかった政治の無力と軍部の独走といった教訓の風化が懸念されます。本

年８月には、さきの大戦で亡くなられた三重県出身の方々の追悼とともに、

県内中高生等の戦争を経験していない世代が中心となって戦後80年平和のつ

どいを執り行います。歴史から学び、未来の平和について考えることで、平

和への想いを次の世代へ継承していきます。 

 次に、国への提言・提案活動について申し上げます。４月24日から25日、

令和８年度の予算確保や制度改善に向けて、総務大臣、国土交通大臣、国土

強靱化・防災担当大臣の３名の大臣と財務副大臣に、それぞれ要望を行いま

した。 

 また、与党の２幹事長にも要望を行いました。インフラ整備など国土強靱

化の推進や避難所の生活環境改善支援、フリースクール支援について提言・

提案を行い、三重県の取組や課題に対して高い関心を持っていただいたとこ

ろです。 

 次に、５月５日から９日までインドネシアを県議会議員の皆様、介護・看

護団、経済団と共に訪問しましたので、その成果を御報告します。 

 人材確保に向けては、激しいスコールがたたきつける中を移動し、インド

ネシア政府の３名の大臣との面談を通じて、関係強化を図ってきました。 

 介護・看護分野については、昨年度締結した保健省との覚書に基づき、約

250人の現地の優秀な大学生を対象に三重県で働く魅力を発信するとともに、

大臣と面談し、三重県に対して毎年優先的に人材を送り出すなど、取組を積

極化させる旨を追記した覚書を保健省と締結しました。 

 また、移住労働者保護省の大臣とも面談し、三重県が求める労働者を育成
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していきたいといった前向きな発言をいただき、今後の関係発展に向けて覚

書を締結しました。 

 さらに、労働省の大臣とも面談し、製造業や建設業、サービス業、観光業

など幅広い業種で活躍できる人材確保につなげるための覚書を締結しました。 

 この三つの覚書に加え、本年１月のベトナムと締結した人材確保に関する

二つの覚書により、外国人材確保に向けた一定の基盤構築を図ることができ

ました。 

 また、現地の大手旅行会社向けに行った観光セミナーでは、東京と大阪の

中間に位置し、忍者や海女、鈴鹿サーキットなど魅力的な体験施設がたくさ

んある三重県の観光ポテンシャルは非常に高いとの評価をいただきました。 

 これまでの海外訪問を通じて、アジア諸国に対しては人材確保、企業進出、

観光誘客の三つに加え、県産品の売り込みも重要であると再認識したところ

です。今回の成果も生かしつつ、海外と三重県の人の流れを促進し、経済の

活性化につなげるよう努めていきます。 

 次に、医療・介護について申し上げます。 

 産科医療機関の分娩取扱の停止が相次ぐ中、地域で安心して出産する環境

を確保するためには、地域の将来あるべき姿を検討していくことが必要です。

そのため、三重の周産期医療体制あり方検討会を設置し、市町、関係団体と

共に議論を行っていきます。 

 また、介護については、人材不足の深刻な状況が続く分野の一つです。先

月訪問したインドネシアをはじめ、海外からの介護人材確保を加速するため、

マッチング支援や事業所における受入環境整備など、幅広い支援に取り組ん

でいきます。 

 困難を抱える子どもへの支援については、学校に代わる居場所づくりとし

て、新たにフリースクールの運営に対する支援を進めます。 

 また、県立として全国で初めて、学齢期の不登校生徒を受け入れる学びの

多様化学校を併設した県立夜間中学校、みえ四葉ヶ咲中学校が４月に開校し

ました。様々な立場や背景のある人が自分らしく学べる場として、一人ひと 
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りに寄り添い、地域に愛される学校となることを期待しています。 

 次に、産業振興について申し上げます。 

 米国の関税措置による影響から県内産業や雇用を守り抜く必要があります。 

 本年４月４日、まずは県内中小企業等の相談に対応するための窓口を即座

に設置し、三重県米国関税対策会議を開催した上で、県内事業者等への影響

把握に努めてきたところです。関税引上げによる事業活動への影響が少しず

つ出始めており、中小企業等からは経営への影響を不安視する声もあること

から、新たな資金繰り支援のための予算を今会議に提出しているところです。

引き続き国の動向や県内の影響を見極め、時機を逃さず必要な対策を打って

いきます。 

 米の価格高騰に対しては、国において備蓄米の放出が行われていますが、

食料の安定的な供給が求められています。本県の農業生産を拡大し、食料自

給率を高めていけるよう、三重県食を担う農業及び農村の活性化に関する条

例の改正及び同基本計画の見直しを進めていきます。 

 また、先週、県内外の専門家の方々を招聘して、三重県農業の将来を考え

る懇話会をスタートさせたところであり、将来を見据えた本県の農業振興を

検討していきます。 

 本年11月９日には、第44回全国豊かな海づくり大会が昭和59年以来41年ぶ

りに三重県で開催されます。  

 ５月31日に豊かな海づくりフェスタを開催し、さらなる気運醸成を図った

ところであり、大会開催を通じて、本県の漁業が将来にわたって持続的に発

展するよう、水産資源を守り育てる取組をさらに推進する機会とするととも

に、本県が有する多彩な魅力を全国に広く発信できるよう準備を進めていき

ます。 

 次に、観光振興について申し上げます。 

 本年４月、昨年に引き続き春開催となったＦ１日本グランプリでは、彬子

女王殿下、中野国土交通大臣が御来県される中、観客動員数は2009年以降最

多の延べ26万6000人となりました。インバウンド観客動員数も昨年から大幅
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増の約８万人となり、世界最高峰のモータースポーツの迫力と満開の桜の共

演といった三重ならではの魅力を間近に感じていただきました。 

 また、本年７月には鈴鹿市と鳥羽市の２か所にミジュマル公園が開園しま

す。これを契機に県外の人たちが、まずは三重県を知っていただき、多くの

方が実際に三重県にお越しいただくよう、県としても様々な節目を捉えて情

報発信していきます。 

 さらに、令和15年の神宮式年遷宮に向けた最初の祭事、山口祭が本年５月

２日に行われ、今後、様々な行事が予定されています。県としても、地域関

係者と連携して来県者をおもてなしし、取組の効果が全県に波及するよう、

魅力発信や受入環境整備を進めていきます。  

 一方、本県の日本人延べ宿泊者数はコロナ禍前の水準に戻りつつある中、

外国人延べ宿泊者数は令和元年からの回復率が全国低位であり、インバウン

ドの回復が遅れています。将来に向けて現状を打破していくためには、地に

足の着いたデータ分析に基づく戦略的な取組の推進が必要であるため、効果

的なインバウンド誘客に向けた戦略を策定します。 

 次に、交通政策について申し上げます。 

 日本の持続的な発展の一翼を担うリニア中央新幹線については、一日も早

い全線開業が必要です。令和６年３月に三重県リニア基本戦略を策定し、昨

年度には具体的な行動計画の策定に着手したところであり、リニア開業効果

を県内全域に波及させるべく検討を進めていきます。 

 また、ＪＲ関西本線の活性化のため、駅からの二次交通の充実や、観光列

車の実証運行をはじめとする関西方面からの誘客を通じた利用促進に取り組

みます。 

 さらに、公共ライドシェアの県内での導入を加速するため、今年度創設し

た公共ライドシェア等導入支援チームにより、市町の取組に係る伴走支援を

強化するなど、交通空白解消に向けた取組を強力に進めていきます。 

 次に、文化振興について申し上げます。 

 本年１月から４月まで三重県総合博物館で開催した金曜ロードショーとジ
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ブリ展では、これまでの最多観覧者数の３倍以上となる23万3000人を記録し、

開館10周年の締めくくりにふさわしい特別展となりました。 

 また、４月には県立美術館が大規模改修工事を経て４か月ぶりに再開しま

した。作品をより魅力的に見せることができるＬＥＤ照明を導入するとと 

もに、居心地のよい空間に新たなレストランもオープンしました。 

 さらに、４月に開催された県民の日記念事業では、三重ジュニア管弦楽団

にオープニングを飾っていただきました。子どもたちが日頃の成果をいかん

なく発揮し、県民の皆様が音のハーモニーを楽しんでいただくことで、文化

について関心を持っていただくきっかけの一つとなりました。 

 今後も県立文化施設の魅力向上に努め、多くの県民の方が文化に触れ親し

んでいただく機会の提供に取り組んでいきます。 

 引き続き、上程されました補正予算１件、条例案10件、その他議案７件、

合わせて18件の議案について、その概要を説明いたします。 

 議案第104号の補正予算は、国庫補助制度の拡充に伴う教育費負担軽減、

周産期医療体制確保などを行うとともに、米国の関税措置による影響が懸念

される中小企業・小規模企業、農水産業者に対する支援など、喫緊の課題に

対応するために必要な経費として、一般会計で16億5072万円を増額するもの

です。 

 歳入では、国庫支出金で15億2145万5000円を、繰入金で１億2926万5000円

を増額しています。 

 歳出の主なものでは、国が実施する高等学校等の教育費負担軽減に対応す

るための経費として13億6443万3000円、周産期医療体制を確保するための支

援として9182万3000円、病院や診療所、薬局における電子処方箋導入の支援

として１億1511万2000円を増額しています。また、三重県議会議員補欠選挙

への対応として3263万1000円を計上しています。 

 米国による関税措置対策としては、中小企業・小規模企業、農水産業者に

対する金融支援として2951万2000円を計上し、併せて債務負担行為の設定を

行います。 
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 以上で予算の説明を終わり、引き続き条例案等の諸議案について説明いた

します。 

 議案第105号は、国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正等に鑑み、

旅費の支給の規定等を整備するものです。 

 議案第106号、議案第112号及び議案第113号は、地方公務員の育児休業等

に関する法律等の一部改正に鑑み、部分休業に関する規定等を整備するもの

です。 

 議案第107号は、半島振興法等に係る関係省令の一部改正に鑑み、県税の

特例措置についての規定を整備するものです。 

 議案第108号は、本県における児童虐待の状況及び児童福祉法の一部改正

等に鑑み、児童虐待防止対策を強化するための規定を整備するものです。 

 議案第109号は、大学等における修学の支援に関する法律の一部改正に伴

い、規定を整理するものです。 

 議案第110号は、港湾施設の適切な管理のため、港湾施設の使用及び港湾

施設における行為の許可に関する規定を整備するものです。 

 議案第111号は、スポーツの振興及び施設使用者の安全性の向上のため、

県立学校の体育施設の使用料に関する規定を整備するものです。 

 議案第114号は、本県の暴力団情勢、暴力団排除対策の現状等を踏まえ、

県民の安全で平穏な生活を確保し、社会経済活動の健全な発展に寄与するた

め、禁止行為に関する規定等を整備するものです。 

 議案第115号から第120号までは、工事請負契約を締結または変更しようと

するものです。 

 議案第121号は、財産を取得しようとするものです。 

 以上で諸議案の説明を終わり、次に報告事項について説明いたします。 

 報告第６号から第９号までは、議会の委任による専決処分をしましたので、

報告するものです。 

 報告第10号は、議会の議決すべき事件以外の契約等について、条例に基づ

き、報告するものです。 
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 報告第11号から第16号までは、令和６年度一般会計、特別会計及び企業会

計のうち、翌年度へ繰り越した経費について、それぞれ繰越計算書を調製し

ましたので、報告するものです。 

 以上をもちまして提案の説明を終わります。 

 何とぞよろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（服部富男） 以上で、提出者の説明を終わります。 

 これをもって本日の日程は終了いたしました。 

 

休          会 

○議長（服部富男） お諮りいたします。明４日及び５日は休会といたしたい

と存じますが、御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（服部富男） 御異議なしと認め、明４日及び５日は休会とすることに

決定いたしました。 

 ６月６日は、定刻より議案に関する質疑を行います。 

 

散          会 

○議長（服部富男） 本日はこれをもって散会いたします。 

午前10時23分散会 


